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私たちは、防災知識の普及啓発活動として、自治体等の依頼を受け、地域住民や自治体職

員等を対象に１地区で、出前講座を実施しました。 

実施地区一覧表 

NO 開催日 活動内容 開催場所 担当者 

１ H30.11.04 防災（津波）講演会 沼島総合センター
林  健児

谷川 俊男

 
 
 
  

Ⅰ．防災啓発活動（出前講座） 
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１・南あわじ市「防災（津波）講演会」 

 

 
 

１．依 頼 者 ： 南あわじ市沼島出張所 

２．開 催 日 ： 平成３０年１１月４日（日） 

３．開 催 場 所 ： 南あわじ市沼島総合センター 

４．講演等の相手：  

南あわじ市沼島地区住民 

参加人数：７0 名 

５．講 演 者 ： 林健児 （補助）谷川俊男 

６．講 演 内 容 ：  

南あわじ市主催の総合防災訓練終了後に、「津波について考えましょう」のタイトルで講演を実

施した。  

（１）東日本大震災時の沼島での津波記録と避難状況 

（２）地震・津波の仕組みと南海トラフ地震の説明 

（３）地震・津波発生時の避難行動（情報・避難） 

（４）沼島漁港の津波対策 

（５）まとめ 
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Ⅱ．防災啓発活動（防災訓練等支援） 

私たちは、地域の自治体等の要請にもとづき、水防活動の技術支援や防災啓発活動を通じ

て図上防災訓練への参加、避難所ＨＵＧの実施など、３地区において支援活動を行いました。 

※避難所ＨＵＧとは、避難所運営をみんなで考えるためのもの。Ｈ（hinanzyo 避難所）U

（unei 運営）G（game ゲーム）、HUG（抱きしめる、避難者をやさしく受け入れる） 

実施地区一覧表 

NO 開催日 支援内容 支援場所 担当者 

１ H30.06.06
加東土木事務所 

水防工法技術研修会

一級河川千鳥川 

左岸河川敷（加東市）

谷田 登志晴

 田  誠

2 H31.01.18
南あわじ市 

避難所担当職員研修会

南あわじ市役所 

別館多目的ホール

谷 川  俊 男

井 上  俊  

谷田 登志晴

寺 田  良 幸

元 井  賢 一

森 脇  康 仁

３ H31.01.21 伊丹市防災図上訓練 伊丹市防災センター

釜 谷  正 博

井 上  俊  

寺 田  良 幸

西 垣  嘉 夫

林  健 児
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１・平成３０年度水防工法技術研修会 
 

 
 

１．依 頼 者 ： 北播磨県民局加東土木事務所 

２．開 催 日 ： 平成３０年６月６日（水） 

３．支 援 場 所 ： 一級河川千鳥川 左岸河川敷 

（加東市） 

４．講演等の相手：  

加東土木事務所・管内市町職員（２９名） 

（一社）北播磨建設業協会（４６名） 

参加者：７５名 

５．講 演 者 ： 谷田登志晴 （補助） 田誠 

６．講 演 内 容 ：   

演習： 

水防工法（縄結び、土のう作成、シート張り工法、月の輪工法等）の実地指導 
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２・南あわじ市避難所担当職員研修会 
 

 
 

１．依 頼 者 ： 南あわじ市危機管理課 

２．開 催 日 ： 平成３１年１月１８日（金） 

３．支 援 場 所 ： 南あわじ市役所第 2 別館３F 

多目的ホール 

４．講演等の相手：  

南あわじ市役所避難所担当職員等 ３６名 

５．講 演 者 ： 谷川俊男  

 （ファシリテーター）井上俊 ・谷田登志晴・寺田良幸・元井賢一・森脇康仁

６．講 演 内 容 ：   

避難所運営ゲーム（HUG）に係る研修 

(1) 研修概要（HUG の概要、三原平野の特性と災害） 

(2) アイスブレイキング 

(3) 設定条件（対象災害）と共通認識 

(4) 練習と避難所運営方針 

(5) ゲーム 

(6) まとめと意見交換 

(7) 講評 
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３・平成３０年度伊丹市防災図上訓練 
 

 
 

１．依 頼 者 ： 伊丹市 

２．開 催 日 ： 平成３１年１月２１日（月） 

３．支 援 場 所 ： 伊丹市防災センター 

４．講演等の相手：  

事務局(９名) 総括本部(３２名) 

対策部(４５名)  合計：８６名 

５．総 括 者 ： 釜谷正博 

 （ファシリテーター）井上俊 ・寺田良幸・西垣嘉夫・林健児 

６．講 演 内 容 ：   
1. 目的 

南海トラフ地震を想定し、地震発生直後１時間までと、１日後における災害対策本部の活動訓

練を行い、担当職員に災害対策本部運営要領を習得させる 

2. 訓練の概要 

オリエンテーション 

各対策部打合せ 

訓練 

検討会・まとめ 
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Ⅲ．防災啓発活動（防災マップづくり等支援） 

自主防災組織の活性化を図り、地域の防災組織の向上を図る取り組みの一つとして、地域

の人たちによる手作りの「地域防災マップづくり」や「DIG 訓練」、「ワークショップ」等を

自治体や自主防災組織等、また、小学校の児童や教職員を対象に３地区において、支援活動を

実施しました。 

※ DIG 訓練とは、災害（Disaster）の D、想像力（Imagination）の I、ゲーム（Game）

の G の頭文字を取って名付けられた、誰でも行うことができ、誰でも参加できる簡易な

災害図上訓練です。 

 

実施地区一覧表 

NO 開催日 事業内容 開催場所 担当 

１ H30.09.02
 

宍粟市山崎町城下・戸原地区 

   防災マップの作り方講習会

宍粟防災センター 

榊 原  敏 夫

阿 山  耕 三

窪 田   彰

寺 田  良 幸

林   健 児

２ H30.10.17 
南あわじ市立榎列小学校 

職員研修（DIG） 
榎列小学校 

谷 川  俊 男

寺 田  良 幸

３ H31.01.16 
南あわじ市立榎列小学校 

DIG 学習 
榎列小学校 

谷 川  俊 男
寺 田  良 幸
林   健 児
 田   誠
森 脇  康 仁

４ H31.01.20 
宍粟市山崎町城下地区 

防災マップの作り方講習会 

宍粟市役所 

４階会議室 

谷 田  登 志 晴

榊 原  敏 夫

中 村   誠

 田   誠

元 井  賢 一
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１・宍粟市山崎町城下・戸原地区防災マップの作り方講習会
 

 
 

１．依 頼 者 ： 宍粟市 

２．開 催 日 ： 平成３０年９月２日（日） 

３．開 催 場 所 ： 宍粟防災センター 

４．講演等の相手：  

  宍粟市旧山崎町の自治会 役員：35 名  

  ・城下地区：下広瀬、船元、中井、鶴木、段、金谷 

  ・戸原地区：川戸、宇原、下宇原 

  宍粟市職員：5 名   参加者：４０名 

５．講 演 者 ： 榊原敏夫 

 （ファシリテーター）阿山耕三・窪田彰・寺田良幸・林健児 

６．講 演 内 容 ：   
防災マップの作り方 

（１）豪雨災害の危険と防災マップづくりの必要性 

（２）マップづくり作業 

（３）各自治会発表 

（４）まとめ 

 

 

 

8



 
 

２・南あわじ市立榎列小学校職員研修（DIG）  

１．依 頼 者 ： 南あわじ市立榎列小学校 

２．開 催 日 ： 平成３０年１０月１７日（水） 

３．開 催 場 所 ： 榎列小学校 

４．講演等の相手：  

榎列小学校教職員 ２３名 

 

５．講 演 者 ： 谷川俊男  

（ファシリテーター）寺田良幸 

６．講 演 内 容 ：  
1. ＤＩＧとは何かをおさらい 

2. 作業概要説明 

3. 対象災害（南海トラフ巨大地震）の概要説明 
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３・南あわじ市立榎列小学校 DIG 学習
 

 
 

１．依 頼 者 ： 南あわじ市 

２．開 催 日 時 ： 平成３１年１月１６日（水） 

３．開 催 場 所 ： 榎列小学校 

４．講演等の相手：  

榎列小学校５，６年生、父兄等 

DIG 約１１０名、全体会 約２７０名 

５．講 演 者 ： 谷川俊男 

５．講 演 者 ：
（ファシリテーター）寺田良幸・林健児・ 田誠・森脇康仁 

６．講 演 内 容 ：  
1. 全体会 

2. 講和「DIG 学習について」山崎教諭 

3. DIG 学習 ５，６年生 

想定災害 南海トラフ巨大地震 

4. 講評 

 

10



 
 

４・宍粟市山崎町城下地区防災マップの作り方講習会 
 

 
 

１．依 頼 者 ： 宍粟市 

２．開 催 日 ： 平成３１年１月２０日(日) 

３．開 催 場 所 ： 宍粟市役所４階会議室 

４．講演等の相手：  

旧山崎町城下地区の９地区の自治会役員（２６名） 

参加自治会：御名、千本屋、野、上比地、下比地、 

      今宿、東鹿沢、上ノ上、梯自治会 

宍粟市役所職員 ６名  合計 ３２名 

５．講 演 者 ： 谷田登志晴 

 （ファシリテーター）榊原敏夫・中村誠・ 田誠・元井賢一 

６．講 演 内 容 ： 

防災マップの作り方 

（１）豪雨災害の危険と防災マップづくりの必要性 

（２）マップづくり作業 

（３）各自治会発表 

（４）まとめ 
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Ⅳ．防災啓発活動（尼ロック防災展示室特別公開支援） 

兵庫県阪神南県民センター尼崎港管理事務所からの要請により、尼崎閘門（通称“尼ロック“）

に設置されている防災展示室が、７月、8 月の土曜日、日曜日、祝日に特別公開されたのに際し、

その支援業務を行い、地域の子供たちなどの住民への高潮・津波などの災害に対する啓発への支

援を行いました。 

また、特別公開に先立ち６月３日に尼ロック及び尼崎の森中央緑地において行われた防災フェ

スティバルの支援を行いました。 

 

１．依 頼 者 ： 阪神南県民センター 

尼崎港管理事務所 

２．開 催 日 時 ：

 

防災フェスティバル：６月３日（日）

特別公開：７月 １～2９日 

     ８月１１～２６日 

３．開 催 場 所 ：

      （期間中の土日祝日) 

尼ロック防災展示室 

尼崎の森中央緑地（防災フェスティバル）

４．参 加 者 ：  

防災フェスティバル：１８３名 

特別公開     ：１７５名 

５．業 務 従 事 者 ： 総括：釜谷正博  
阿山耕三・井上俊 ・梶谷義昭・窪田彰・榊原敏夫・阪出裕昭・髙﨑伸彦・髙橋伸明・谷川俊男 

谷田登志晴・常友永市・寺田良幸・中村誠・西垣嘉夫・林健児・ 田誠・村上和幸・元井賢一 

森脇康仁 

６．活 動 内 容 ：  
尼ロック防災展示室の特別公開支援業務及び防災フェスティバル支援 

■防災フェスティバル(６月３日)のチラシ

 

■特別公開チラシ
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■防災フェスティバルの様子 

尼崎中央緑地

 

尼ロック防災展示室 
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■特別公開の様子 
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Ⅴ．その他の活動 

当法人のメンバーが兵庫県の協議会委員や地元自治会での活動により、防災の普及啓発活

動を行いました。 

我々の取組が、兵庫ニューメディア推進協議会の総会において、「兵庫県地域情報化功労表

彰」として表彰されました。 

また、我々の活動が、「第 3 回貝原俊民美しい兵庫づくり賞」として表彰されました。 

 

実施場所等 

NO 開催日 事業内容 開催場所 参加者 

１ 
H31.01.18

H31.03.05
加西市消防団あり方検討委員会 加西市役所会議室 阿 山  耕 三

２ H30.05.28 兵庫県地域情報化功労表彰 ラッセホール 
井 上  俊  

 田   誠

３ H30.11.20
第 3 回 

貝原俊民美しい兵庫づくり賞表彰 
ホテルオークラ神戸

井 上  俊  

窪 田   彰

 田   誠

森 脇  康 仁
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１・加西市消防団あり方検討委員会 
 

 
 

１．依 頼 者： 加西市危機管理課 

 

２．開 催 日 時： 第１回検討委員会 

 平成３１年１月２１日（金） 

 第２回検討委員会 

 平成３１年３月 ５日（火） 

３．開 催 場 所： 加西市役所会議室 

４．委 員： 阿山耕三 

 

 

５．主 な 議 題   

 （１）加西市消防団の現状 

    ①消防団の沿革 ②消防団員数 ③消防団年間行事 

（２）消防団強化の施策 

   「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」の解説、説明 

（３）消防団の課題 

   ①消防団候補者の減少 ②消防資機材の整備 ③消防団員の処遇改善  

④消防団員の負担軽減 

（４）課題解決のために 

   ①機能別団員制度の導入 ②女性消防団員制度の導入 

（５）意見交換 
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２・兵庫県地域情報化功労表彰 
 

 
 

１．表 彰 者： 兵庫県ニューメディア 

推進協議会 

２．開 催 日 時： 平成３０年５月２８日（月） 

３．開 催 場 所： ラッセホール 

４．出 席 者： 井上 俊 ・ 田 誠 

５．表 彰 理 由 
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３・第 3 回貝原俊民美しい兵庫づくり賞表彰 
 

 
 

１．表 彰 者： （一財）地域政策研究会 

 

２．開 催 日 時： 平成３0年11月20日（火） 

３．開 催 場 所： ホテルオークラ神戸 

４．出 席 者： 井上俊 ・窪田 彰 

 田 誠・森脇康仁 
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